
自
主
財
源（
45
％
）

依
存
財
源（
55
％
）

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
４

７
７
億
５
，２
０
０
万
円
、
歳
出
が
４
３
５
億
３
，

６
０
０
万
円
、
差
引
額
が
42
億
１
，６
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
単
年
度
で
は
完
成
し
な
い
大
型

の
復
旧・復
興
事
業
を
繰
り
越
し
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い

た
実
質
収
支
は
21
億
３
，０
０
０
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
黒
字
の
中
に
は
事
業
費
の
確
定

に
よ
り
、
翌
年
度
精
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金

額
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
相
当
額
を
留
保
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
財
源(

依
存
財
源)
で
、
市
税
な
ど
の
自

主
的
に
調
達
で
き
る
財
源(
自
主
財
源)

の
不
足
を

補
っ
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
今
後
も
、
自
主
財

源
の
さ
ら
な
る
確
保
に
努
め
、
安
定
し
た
財
政
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計

回
復
基
調
に
あ
る
市
税
収
入
と

　
　
　
　
復
興
躍
進
に
向
け
た
歳
出

　

市
の
会
計
は
、
一
般
会
計･
特
別
会
計･

企
業
会
計
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢

一
般
会
計｣

は
、
市
の
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
会
計
、｢

特
別
会
計｣

は
、

保
険
料
や
利
用
料
な
ど
の
収
入
で
運
営
し
て
い
く
事
業
の
会
計
、｢

企
業
会
計｣

は
、
民

間
企
業
と
同
じ
考
え
方
に
基
づ
い
て
会
計
処
理
を
行
う
会
計
の
こ
と
で
、
本
市
は
病
院

と
水
道
が
該
当
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
種
類
の
会
計
の
平
成
27
年
度
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
概
要
報
告

決
算
概
要
報
告

平
成
27
年
度

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
、｢

集
中

復
興
期
間｣

の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
27
年
度
は
、

新
魚
市
場
Ａ
棟
、
Ｃ
棟
の
建
設
工
事
の
本
格
実
施

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
津
波
避
難
デ
ッ

キ
の
完
成
や
浦
戸
地
区
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
が

完
了
す
る
な
ど
、
復
旧･

復
興
に
向
け
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
年
齢
の
拡

大
や
、
塩
竈
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
応
援
券
の
配
布
事

業
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
、
下
水
道
使
用
料

の
引
き
下
げ
な
ど
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
実

現
に
向
け
た
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

特　集

源  

ね
り
か
ま

酒
え
も
ん

※1 早期健全化計画…財政健全化計画を立て、自主的な改善努力が必要となる基準
※2 財政再生基準…財政再生計画を立て、国の関与を受け確実な再生が必要となる基準

黒字

黒字

11.0%

18.4%

黒字

黒字

11.5%

42.9%

13.04%

18.04%

25.0%

350%

20.00%

30.00%

35.0%

なし

実質赤字比率
(一般会計などの赤字を示す指標)

連結実質赤字比率
(全会計の赤字を示す指標)

実質公債費比率
(借入金の返済費用の割合を示す指標)

将来負担比率
(一般会計などが将来負担すべき負債の割合を示す指標)

健全化判断比率 27年度 26年度 早期健全化基準 ※1 財政再生基準 ※2

財政の健全性に関する指標
・4指標とも早期健全化基準以下で、前年度数値よりも改善しています。
・｢実質公債費比率｣は地方債発行の抑制による公債費の減少などにより数値が改善されました。
・｢将来負担比率｣は地方債残高の減少などにより数値が改善しました。

477億5,200万円
前年比76億3,500万円（13.8％）減

一般会計 歳入決算額

市   税    53億3,600万円 (11.2％)
　前年の所得や所有する土地家屋に応じて
　市民に納めてもらう税金

地方交付税  118億2,900万円 (24.8％)地地方地地地地地地方地方地方地方地方方地方方交方交交方交交交交交交付付交交付付付付付付付付付付付税    1111111111111111111111111111111111188888888888億88億2億2,2,2222,22,9999999990909090909009009000000000000000万0万万円 円 円 円 円 円円円円円円円円円円円円円 (((2((2(2(((2(2(22(2(2(24(24(2424242442424(24(244(2442424224444444444444444 88.8.8.8％.8888.8.8.888％8％8％％))))))地方交付税  118億2,900万円 (24.8％)
　人口や税収などに応じて国から再分配される
   交付金

市　債      26億8,800万円 (5.6％)
　施設を造るときなどに借りるお金
そのほか   12億7,500万円 (2.7％)
　国から交付される譲与税など

国県支出金 103億3,200万円 (21.6％)
　国や県が必要と認めた事業に対して配分される
   お金など

諸収入    12億9,200万円 (2.7％)
　貸付金の返済など

そのほか   150億円 (31.4％)
　使用料や手数料など

市税
個人所得の回復や新築家屋の増加
に伴い、前年度から9,700万円増加

地方交付税
復旧･復興事業の地方負担分に対
して交付される震災復興特別交付
税の増加などにより、前年度から
29億700万円増加

国県支出金
復旧･復興事業の進ちょくに伴う東
日本大震災復興交付金の減少など
により、前年度から78億6,300万
円減少

広報しおがま2016年11月号 ❷



一
般
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
財
政
係
☎
３
５
５
ー
５
８
１
４

　
最
近
、
塩
竈
市
内
に
新
し
い
建
物

が
い
ろ
い
ろ
で
き
て
い
る
ね
。

　
そ
う
ね
、
震
災
か
ら
の
復
旧・復

興
の
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
建
物
が
建

設
さ
れ
て
い
る
の
よ
。
例
え
ば
、
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
や
、
魚
市
場
の

建
て
替
え
を
行
っ
た
り
、
港
町
地
区

で
は
津
波
避
難
デ
ッ
キ
が
完
成
し
た

わ
。
ほ
か
に
も
大
雨
の
時
に
被
害
を

減
ら
す
た
め
、
下
水
道
の
ポ
ン
プ
場

や
貯
留
管
も
整
備
中
な
の
よ
。

　
へ
ぇ
。
す
ご
く
お
金
が
か
か
り
そ

う
だ
ね
。

　
こ
れ
ら
の
建
物
の
多
く
は
、
国
か

ら
の
復
興
交
付
金
や
震
災
復
興
特
別

交
付
税
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る

わ
。
で
も
中
に
は
、
塩
竈
市
の
負
担

が
生
じ
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
借
金

し
た
り
財
政
調
整
基
金
と
い
う
貯
金

を
取
り
崩
し
た
り
し
て
整
備
を
進
め

て
い
る
の
。

　
建
設
後
の
維
持
管
理
経
費
の
こ
と

も
し
っ
か
り
考
え
な
い
と
い
け
な
い

ね
。

　
そ
う
ね
。
塩
竈
市
で
負
担
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
将
来

の
こ
と
も
考
え
て
整
備
を
進
め
て
い

か
な
い
と
ね
。

　
復
旧・復
興
の
た
め
に
作
っ
た
施

設
だ
か
ら
、
大
切
に
受
け
継
い
で
い

き
た
い
ね
。

塩
子
と
釜
男
も
気
に
な
る

　  「
新
し
い
施
設
」の
は
な
し

平成27年度の主な事業

435億3,600万円
(一般会計歳出決算額)

人口55,247人
(H28.3.31現在）

土木費
232,320円

民生費
132,695円

農林水産業費
125,889円

総務費
124,007円

公債費
69,108円

教育費
26,391円

災害復旧費
8,435円

そのほか
69,180円

内訳

港町地区津波復興拠点整備事業
災害公営住宅整備事業
新浜町杉の下線道路事業
市営住宅改修事業
子ども医療費助成事業
臨時福祉給付金給付事業
津波被災住宅再建支援事業
災害義援金等支給事業
子育て世帯応援券事業
高度衛生管理型荷さばき所整備事業
水産加工業施設整備等支援事業
新浜地区漁業集落防災機能強化事業
東日本大震災復興交付金基金積立金
スマートグリッド通信インタフェース導入事業
浦戸ステイ･ステーション整備事業
小中学校施設整備事業
温水プール太陽光発電設備等導入事業
漁港・道路などの災害復旧工事
割増商品券事業
第一小学校周辺地区耐震性貯水槽整備事業

11億7,200万円
10億2,400万円
2億700万円
8,000万円

1億2,600万円
9,800万円
9,300万円
5,400万円
3,300万円

40億500万円
13億1,300万円
3億8,000万円
35億6,100万円
4億3,200万円
1億8,700万円
4,200万円
4,100万円

4億6,600万円
4,500万円
2,800万円

土　木　費

民　生　費

農林水産業費

総　務　費

教　育　費

災害復旧費

そ の ほ か

435億3,600万円
前年比36億9,400万円（7.8％）減

一般会計 歳出決算額

土木費
津波避難デッキを整備する港町地
区津波復興拠点整備事業や災害公
営住宅整備事業などにより、前年
度から28億7,700万円増加

農林水産業費
魚市場の高度衛生管理型荷さばき
所整備事業などで、前年度から
27億1,600万円増加

総務費
復興事業の進ちょくに伴い、今
後の復興事業の財源となる東日本
大震災復興交付金の積立金が減少
したことなどにより、前年度から
85億9,400万円減少

土木費   128億3,500万円 (29.5％)
　住宅施設や道路の整備などに

民生費    73億3,100万円 (16.8％)
　高齢者福祉や子育て支援、生活保護など
　福祉事業に

公債費    38億1,800万円 (8.8％)
　借りたお金や利子の返済に
教育費    14億5,800万円 (3.3％)
　学校教育や生涯学習に
災害復旧費 4億6,600万円 (1.1％)
　道路や漁港などの復旧に

38億2,200万円 (8.8％)888.8.88..8％8.8％8％％％8％％％％％％)％)％))))))))％％％)％)％％そのほか 38億2,200万円 (8.8％)
　防災、商工振興、保健などに

総務費    68億5,100万円 (15.7％)
　市税、政策、行革、情報、人事など
　行政の総合的な運営に

69億5,500万円 (16.0％)))))))))))農林水産業費 69億5,500万円 (16.0％)
　農業や水産業の振興を進めるために

（高度衛生管理型荷さばき所整備事業)事事事事事事事事事業業業業業)業)業)業)業))))))業)業))))))
塩竈市魚市場中央棟(補完施設C棟)
（高度衛生管理型荷さばき所整備事業)

浦戸ステイ･ステーション整備事業戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸スススススススススススススススススススススステステステステステステステステステステテステテステテテステテテテテイイテテテテテイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ･･･････････････スステスステススステススステステススススススススススステステステステステステステステステステステステテステステテステテテテテテテテテテテテテテテーーシーーーシーーーーシーーーーーシーーーーシシシーシシシーシシシシシシシーシーシシシーシシーシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン 事業事業業業業事業業業事業業業事業事事浦戸ステイ･ステーション整備事業

▼

マ
リ
ン
デ
ッ
キ
塩
釜（
津
波
避
難
デ
ッ
キ
）

　

(

港
町
地
区
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業)

釜
男

塩
子

釜
男

塩
子

釜
男

釜
男

塩
子

広報しおがま2016年11月号❸



特　集
　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
成
27
年
度
の
決
算

で
は
、
10
会
計
す
べ
て
が
収
支
均
衡
以
上
で

し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
、
復
興
事
業

の
本
格
実
施
に
伴
い
、
前
年
度
か
ら
56
億
６
，

２
０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図

る
た
め
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

特
別
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
財
政
係
☎
３
５
５
ー
５
８
１
４

特
別
会
計

特
別
会
計

交通事業
国民健康保険事業
魚市場事業
下水道事業
漁業集落排水事業
公共用地先行取得事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
北浜地区復興土地区画整理事業
藤倉地区復興土地区画整理事業
　　　合　計

2億1,500万円
77億1,900万円
2億6,300万円

122億5,400万円
1億1,900万円
4億3,900万円
49億6,200万円
6億6,700万円
8億700万円
4億600万円

278億5,100万円

7,400万円
5億1,700万円
3,900万円

77億8,900万円
4,700万円
1億400万円
7億700万円
1億6,500万円
8億700万円
4億600万円

106億5,500万円

2億1,500万円
75億3,300万円
2億6,200万円
90億6,900万円
1億700万円
4億3,900万円
49億5,900万円
6億5,300万円
5億5,500万円
3億9,100万円

241億8,300万円

事　　業 歳入決算額 歳出決算額歳入のうち一般
会計からの繰入金

ま
ぐ
介

▲防災訓練で｢飲料水兼用
　耐震性貯水槽｣からくん
　だ水を提供しました

▲災害復旧による配水管の敷設替工事

水
道
会
計
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

水
道
部
業
務
課
経
理
係
☎
３
６
４
ー
１
４
１
５

水
道
会
計

水
道
会
計

健
全
経
営
の
確
保

収
益
的
収
支（
税
抜
）※

１　

　

収
入
は
16
億
４
，８
０
８
万
円
、
支
出
は

13
億
９
，９
８
４
万
円
で
、
２
億
４
，８
２
４

万
円
の
黒
字
が
生
じ
ま
し
た
。

資
本
的
収
支（
税
込
）※

２　

　

収
入
は
３
億
６
８
０
万
円
、
支
出
は
８
億

７
５
７
万
円
で
、
５
億
77
万
円
の
資
金
不
足

が
生
じ
ま
し
た
が
、
留
保
資
金
な
ど
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

利
益
剰
余
金　

　

平
成
27
年
度
水
道
事
業
決
算
で
は
、
15
億

８
，４
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

応
急
給
水
体
制
の
充
実

　

指
定
避
難
所
の
給
水
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
、
第
一
小
学
校
に
飲
料
水
兼
用
耐
震
性

貯
水
槽
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
避

難
所
の
給
水
ポ
イ
ン
ト
12
カ
所
に
応
急
仮
設

水
槽
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
加
圧
式
給
水
車
お
よ

び
可
搬
式
給
水
車
を
最
大
限
に
活
用
し
た
給

水
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
迅
速
で
確
実
な
応
急
給
水
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
や
避
難

所
を
開
設
す
る
職
員
を
対
象
に
応
急
給
水
訓

練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

被
災
し
た
水
道
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
工

事
と
し
て
、
平
成
26
年
度
の
繰
越
事
業
で
寒

風
沢
、
港
町
、
藤
倉
地
区
の
３
路
線(

延
長

３
，３
８
５・
２
㍍)

、
平
成
27
年
度
事
業
で

港
町
、
海
岸
通
地
区
の
２
路
線(

延
長
３
８

８・６
㍍)

の
配
水
管
敷
設
替
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
な
給
水
を
図
る
た
め
の

第
６
次
配
水
管
整
備
事
業
と
し
て
、
泉
沢
町
、

栄
町
地
区(

延
長
１
５
５・８
㍍)

の
配
水
管
敷

設
替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
震
に
よ
る
断
水
被
害
お
よ
び

平
常
時
の
漏
水
事
故
減
少
を
図
る
た
め
の
老

朽
管
更
新
事
業
と
し
て
、
本
町
、
笠
神
、
新

富
町
、
白
萩
町
、
桜
ケ
丘
地
区
の
４
路
線

（
延
長
１
，０
８
４・
２
㍍)

の
配
水
管
敷
設
替

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

シ
オ
ン
ち
ゃ
ん

災
害
に
強
い
水
道
の
整
備

補てん財源
500,773

そのほか
57,579

企業債
119,100

国庫
補助金等
130,121

災害復旧
事業費
159,829

老朽管更新事業費
136,647

第6次配水管整備事業費
48,517水道改良費  44,579

企業債
償還金

409,469

（単位：千円）

収入計
306,800

支出計
807,573

排水処理施設
改良事業費  8,532

水道料金
1,372,592

そのほか
275,488

減価償却
費等
326,837

人件費
236,819

受水費
202,016

そのほか
634,161

（単位：千円）

当年度純利益
248,247

収入計
1,648,080

支出計
1,399,833

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

水
道
水
を
作
り
、
給
水
す
る
た
め
に
必
要
な

経
費
と
財
源

水
道
施
設
の
建
設
や
水
道
管
な
ど
の
更
新
に

必
要
な
経
費
と
財
源

※

２

※

１
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病
院
会
計
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
病
院
業
務
課
経
理
係
☎
３
６
４
ー
５
５
２
１

地
域
へ
の
健
康
づ
く
り
支
援 

　

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
と
近
隣
住
民
の
き

ず
な
の
形
成
強
化
事
業
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ

科
職
員
が
町
内
会
な
ど
に
赴
き
、
運
動
や
健

康
に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
地
域
へ
の
健
康

づ
く
り
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

収益的･資本的収支　前年度比較

決
算
概
要

収
益
的
収
支（
税
抜
）　

　

収
入
は
総
額
31
億
２
４
０
万
円
、
支
出
総

額
29
億
６
，０
３
９
万
円
と
な
り
、
純
利
益

１
億
４
，２
０
３
万
円
が
生
じ
ま
し
た
。

資
本
的
収
支（
税
込
）　

　

収
入
は
総
額
１
億
５
４
９
万
円
、
支
出
総

額
３
億
２
，４
０
７
万
円
と
な
り
、
不
足
額

２
億
１
，８
５
８
万
円
は
留
保
資
金
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

病
院
会
計

病
院
会
計

※

な
お
、
改
革
プ
ラ
ン
の
達
成
状
況
や
評
価

に
関
す
る
報
告
書
な
ど
は
、
当
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

医
療
機
器
整
備
と
施
設
改
良
事
業

　

企
業
債
を
活
用
し
た
施
設
改
良
事
業
に
お

い
て
、
外
来
棟(

１
階)

ト
イ
レ
の
改
良
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
診
療
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
医

療
機
器
を
整
備
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

手
術
用
生
体
情
報
モ
ニ
タ
／
人
口
呼
吸
器
／

眼
科
用
レ
ー
ザ
ー
光
凝
固
装
置
／
手
術
室
超

音
波
凝
固
切
開
装
置
な
ど
の
更
新

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
の
提
供

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
開
設 

　

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

｢

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟｣

を
昨
年
６
月
よ
り
開

設
し
て
、
生
活
機
能
支
援
お
よ
び
在
宅
復
帰

支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

在
宅
医
療
へ
の
支
援

　

塩
釜
地
区
唯
一
の
在
宅
療
養
支
援
病
院
と

し
て
24
時
間
体
制
の
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
一
助
と
し
て
昨
年
８
月
よ
り
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
向
け
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
開
始
し
、
利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

地
域
と
共
に
支
え
あ
う
医
療
を

　

改
革
プ
ラ
ン
終
了
に
伴
い
、
市
立
病
院
で

は
公
立
病
院
と
し
て
、
地
域
の
住
民
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、
現
在｢

新
改

革
プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
宮
城
県

が
策
定
す
る
地
域
医
療
構
想
と
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
平
成
28
年
度
中
に
公
表
す
る
予

定
で
す
。

資本的収支 (設備投資) （単位 ： 万円）収益的収支 (事業運営費)

10,549

7,919

2,530

100
32,407
3,117
25,640

3,650

△21,858

総収入 Ａ 
   一般会計からの
   負担金・補助金
   企業債・
　長期借入金
   国県補助金など
総支出 Ｂ 
   建設改良費
   企業債償還金
   長期借入金
　償還金
差　引 
Ａ－Ｂ

53,044

9,710

34,800

8,534
66,377
40,195
24,682

1,500

△13,333

△42,495

△1,791

△32,270

△8,434
△33,970
△37,078

958

2,150

△8,525

27年度 26年度 前年差
総収益 ① 

   医業収益

   医業外収益

   特別利益

総費用 ② 

   医業費用

   医業外費用

   特別損失

当年度純利益
 　　 ①－②

285,101

234,052

25,246

25,803

284,055

268,318

9,523

6,214

1,046

25,139

16,849

8,237

53

11,982

20,166

△2,005

△6,179

13,157

26年度
310,240

250,901

33,483

25,856

296,037

288,484

7,518

35

14,203

27年度 前年差
（単位 ： 万円）

藻
し
お
姫

塩
釜
地
区
唯
一
の

　
　
　
肝
疾
患
専
門
医
療
機
関

　

平
成
27
年
度
の
入
院
患
者
数
は
５
１
，０

０
５
人
、
外
来
患
者
数
は
６
０
，１
２
１
人

と
な
っ
て
お
り
、
１
日
平
均
入
院
患
者
数
で

は
前
年
か
ら
０・
５
人
増
加
し
た
も
の
の
、

１
日
平
均
外
来
患
者
数
は
前
年
か
ら
６・
９

人
減
少
し
ま
し
た
。

　

収
益
で
は
、
当
病
院
が
塩
釜
地
区
唯
一
の

肝
疾
患
専
門
医
療
機
関
に
認
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
薬
治
療
に
よ
る
肝
炎
治
療
に

取
り
組
み
、
診
療
収
入
が
増
加
し
医
業
収
益

が
前
年
よ
り
大
き
く
増
収
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
に
お
い
て
も
、
新
薬
治
療
に

伴
う
薬
品
費
の
増
と
前
年
度
の
設
備
投
資
に

よ
る
減
価
償
却
費
の
増
に
よ
り
、
医
業
費
用

は
前
年
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

 

旧
会
計
基
準
で
は
不
良
債
務
は

　
　
　
　
　
　
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

　

平
成
26
年
度
の
会
計
基
準
見
直
し
に
よ

り
、
企
業
債
償
還
金
や
引
当
金
な
ど
の
一
部

が
流
動
負
債
に
計
上
さ
れ
た
結
果
、
流
動
負

債
が
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、｢
塩
竈
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン｣

最
終
年
度
と
し
て
、
経

営
健
全
化
に
向
け
病
院
事
業
職
員
が
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
27
年
度
も
引

き
続
き
旧
会
計
基
準
で
は
不
良
債
務
は
発
生

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

▲委託業者による、自宅から病
院まで安心できる送迎が利用
者に喜ばれています

▲無理なく体を動かし、会話などを楽しみな
がら、笑顔で健康維持に取り組んでいます
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